
空気の排出口フィルターには土埃がびっしり！！！排出口がこんな感

じなので、取込口フィルターも気になり恐る恐る開けてみた。正直ここ

に載せられるような写真ではなかった(汗)。取込口にもびっしりと土埃

や得体の知れない物が。。。そして驚くことに患者さんへ酸素を送るチ

ューブにも土埃が詰まっていた。これが原因だと考え同僚と二人、マス

クとゴーグル(同僚はマスクのみ)で体を守り掃除を始めた。ブロアーを

使い土埃を吹き飛ばしていく。本来なら定期点検と共にフィルターの交

換も行うことが望ましい。今回の機械の不具合は事前に避けられたの

ではないかと反省している。 

しかしフィルター等の消耗品も手に入りにくい為、頻繁に交換できな

いという問題もある。土埃一つで他の問題が見えてくる。ウガンダを含

めアフリカという場所で、医療機器を適正に動かすには沢山の課題が

あると改めて思った。 
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残りの任期も1年をきった。最近はスタッフから「日本に帰らないでウガンダに住みなさい！」と言われることが

多くなった。もちろん嬉しい言葉であるが、日本には私の大切な家族が帰りを待っている。スタッフとのコミュ

ニケーションを大切に、そして自分の活動に後悔しないように残りの任期を過ごしていきたいと思う。 

今回の「Mpola mpolaなムベンデ便りNO,5」では、敵は土埃？！、病院に珍客？！パート2、病院での一コマを

紹介する。 

 

①活動 

敵は土埃？！ 

アフリカと聞くと、未舗装の道路、赤土の道が果てしなく続いている、 

というイメージを持つことが多いと思う。私の任地、ムベンデ県も 

例外ではなく主要道路を除き、未舗装の道が多い。そんな道を車が 

通ると土や砂が舞い上がる。それが時として医療機器に影響を与える。 

ある日、病棟から「Oxygen Concentrator※から変な音が 

して、何だか酸素もあまり出てこないの」と修理依頼が来た。 

※Oxygen Concentrator とは酸素濃縮器。ウガンダでは地域によって酸素ボンベの 

安定供給ができない、酸素供給システムが整っていないことが多く、空気を取り込んで 

酸素を作るこの機械が多く稼働している。日本では在宅で酸素吸入が必要な患者さんが 

使っていることが多い。 

 早速同僚とともに点検を始めた。外観は特に異常が見られない。 

そこで中を点検しようとカバーを外した瞬間、「汚―い！！」と思わず 

日本語が出てしまった。それが下のこの写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院内で稼働している酸素濃縮器 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②珍客来院？！パート 2 

前回の珍客来院が好評だったのでその第 2弾！(笑) 

今回はMain Store と呼ばれる、保管庫に現れた珍客をご紹介。5S活動※の一環として、Main Store スタ

ッフと医薬品のラベルを貼っていた時のこと。足元から何か音が。。。前回の猫で学んだ私は「何がいても大

丈夫」と意気込んで下を見た。そこには何と、、、、、、、鶏！！！しかも 4羽！！！！しかも何故か私の後ろを追って

くる。パニックになり椅子の上に避難。 

※5S活動・・・整理、整頓、清掃、清潔、躾の頭文字からとって 5S と呼ばれる。 

日本では病院だけでなく会社や工場でも取り組んでおり、業務の 

効率性向上に役立っている。ウガンダでは病院で活動する JICA 

ボランティアを中心に 5S活動に取り組んでいる。 

スタッフ「鶏は Yuka のことを食べないから大丈夫だよ！」 

私「分かるけど何故鶏がいるの？！ここは薬の保管庫だよ！！！」 

スタッフ「Store で飼ってるからだよ(笑顔)。」 

私「、、、、、、、、、」 

スタッフ「もう少しで食べ頃なんだー(笑顔)」 

私「、、、、、、、、、、とにかく外に出そう！！！」  

不思議な顔で鶏を追い出すスタッフ。 

スタッフ「鶏なんてどこにでもいるのに。 

Yuka は鶏が嫌いなのか？」 

私「いる場所が問題なのー！！」 

と私たちのやり取りを他のスタッフは爆笑しながら見ていた。 

 

ウガンダの病院で活動を始めてから 1 年が過ぎた。看護師さんから

「日本の病院では手術中に電気も水も止まらないでしょ。土埃が舞った

り、虫や鳥が手術室に入ってこないでしょ。手袋もガーゼも薬も無くて

治療ができないことなんて起きないでしょう。でもウガンダではそれが

日常なの。私たちはそんな中で働いているの。日本では想像できない

でしょう？」と言われたことがある。この言葉の意味を1年経ってようやく

理解できた。 

ブロアーで掃除中の同僚↑ 

 

←フィルターは洗って再利用している 

任地の未舗装の道路↓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③とある日の病院で 

私の活動時間は朝 8時～夕方 5時まで。夕方になると仕事を終えスタッフ達が帰る。 

しかしある日の夕方、普段なら足早に帰るスタッフ達がぞろぞろと集まりだした。何か起きたのかと思い私も

その場所へ。すると二つのチームに分かれてボールを追いかけだした！！! 

NETT BALL と呼ばれるゲームで、枠内の両端に置かれたゴールにボールを入れると得点になるというゲー

ム。看護師さん達から「Yuka も混ざりなさーい！！」とお誘いが。しかしルールがイマイチ理解できず、さらに白

熱すると現地語で話し出す為、チームの指示も分からない。5 分ほどでゲームから抜け出す。。。。。 

仕事をしている時には見たことが無い真剣な顔でゲームを行うスタッフ(苦笑)。でも何だか楽しそうでリフレ

ッシュになっているのかなと思ったり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←薬品棚を優雅に歩く鶏さん達。 

 

 

 

1 年以上ウガンダに住んでいるが、まだまだ新

発見が出てくる。珍客来院をシリーズ化できる

ように院内を注意して見回りたいと思う(笑) 

←みんな裸足でゲームに参戦！！ 

 

チームでゴールに入れる練習中→ 

 


